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た
い
」
と
い
う
回
答
で
、
今

年
度
、
事
業
者
に
働
き
か
け

て
い
る
。
市
民
に
向
け
て

は
、
27
年
度
か
ら
開
始
し
た

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
・

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
補
助
事
業

で
65
件
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
基
本
計
画
の
実
践
組

織
で
あ
る
「
み
は
ら
し
環
境

会
議
」、
各
地
域
会
議
に
お
い

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
啓

発
や
周
知
、
広
島
商
船
高
等

専
門
学
校
と
の
共
同
研
究
事

業
に
お
い
て
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
二
酸
化
炭
素
削
減

を
考
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

問
国
際
的
な
合
意
で
あ
る

パ
リ
協
定
の
「
産
業
革
命
前

か
ら
の
気
温
上
昇
を
２
℃
よ

り
十
分
低
く
保
ち
、１
・
５
℃

に
抑
え
る
努
力
を
す
る
」
と

い
う
目
標
達
成
に
は
、
本
市

の
二
酸
化
炭
素
排
出
を
ま
だ

ま
だ
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

　

気
候
変
動
は
社
会
の
安
定

や
人
権
を
脅
か
す
脅
威
で
あ

り
、
気
象
災
害
を
経
験
し
た

本
市
と
し
て
、
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
行
い
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
に
向
け
て

し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
情
報
収
集
を
行
う
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

● 

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問
気
象
災
害
が
世
界
中
で

度
々
起
き
て
お
り
、
気
候
変

動
を
引
き
起
こ
す
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
し
、
ゼ

ロ
に
す
る
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
本
市
が
示
し
て
い
る
目

標
に
対
し
現
状
は
ど
う
か
。

答
本
市
公
共
施
設
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
は
、
平
成
30

年
度
５
７
９
９
ト
ン
で
、
31

年
度
の
目
標
値
６
３
９
４
ト

ン
よ
り
５
９
５
ト
ン
多
く
削
減

で
き
て
い
る
。
30
年
度
は
防
犯

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
た
こ
と

で
、
年
間
１
８
３
ト
ン
の
二
酸

化
炭
素
を
削
減
で
き
た
。

問
事
業
者
や
市
民
が
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
た

め
に
、
市
と
し
て
行
っ
て
い

る
啓
発
や
補
助
制
度
は
効
果

が
表
れ
て
い
る
か
。

答
第
２
次
環
境
基
本
計
画

の
策
定
に
当
た
り
、
事
業
者

に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
『
無
料
省
エ
ネ
診
断
』
を

「
知
ら
な
い
」
と
の
回
答
が

77
％
、
診
断
の
実
施
に
つ
い

て
は
48
％
が
「
検
討
し
て
み

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
に
つ
い
て

安あ
ん

藤ど
う 

志し

保ほ 

議
員

ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館

再
編
改
修
工
事
の
基
本

設
計（
案
）に
つ
い
て

【
概
要
】
本
施
設
の
活
用

（
案
）
に
つ
い
て
再
編
改
修

工
事
の
基
本
設
計
（
案
）
の

説
明
が
あ
っ
た
。

❶
配
置
計
画

　

１
階　

賑
わ
い
の
創
出
に

民
間
店
舗
等
を
誘
致
。
テ
ナ

ン
ト
エ
リ
ア
を
３
区
分
設

定
。
う
ち
１
区
に
中
国
労
働

金
庫
三
原
支
店
が
入
居
予

定
。

　

２
階　

児
童
館
の
移
設

は
、
採
光
、
防
火
等
で
全
体

の
配
置
を
見
直
し
、
８
５
０

㎡
を
確
保
。
多
目
的
ホ
ー
ル

の
機
能
は
継
続
し
、
大
会
議

室
機
能
を
併
設
す
る
。

　

３
階　

老
人
大
学
を
移

設
。
生
涯
学
習
の
機
能
強
化

に
取
り
組
む
。

　

４
階　

２
階
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
ル
ー
ム
機
能
を
移

設
。貸
室
機
能
を
強
化
す
る
。

❷
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

６
月
に
基

本
設
計
が
終

了
。
12
月
頃

か
ら
工
事
に

着
工
。
来
年

７
月
に
駅
前

東
館
跡
地
活

用
事
業
と
合

わ
せ
た
供
用

開
始
を
め
ざ

す
。

問
多
目
的

ホ
ー
ル
に
は

舞
台
は
な
い

の
か
。
元
々

ピ
ア
ノ
が
あ

り
、
小
さ
な
演
奏
会
が
で
き

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

の
か
。

答
舞
台
に
つ
い
て
は
整
備

の
見
込
み
は
な
い
。
可
動
式

の
も
の
を
用
意
す
る
か
検
討

し
た
い
。
今
ま
で
と
同
じ
よ

う
な
演
奏
会
等
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
今
あ
る

ピ
ア
ノ
は
そ
の
場
所
に
置
い

て
お
き
、
引
き
続
き
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

問
名
称
は
新
し
く
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。

問
１
階
の
入
口
付
近
の
空

間
は
、
バ
ス
待
ち
等
の
利
用

者
が
多
い
が
、
今
後
も
こ
の

空
間
の
利
用
は
可
能
か
。

答
工
事
期
間
中
は
、
支
障

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た

整
備
後
に
空
床
と
な
っ
た
場

合
、
ど
う
い
う
使
い
方
が
で

き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

　

市
長
要
請
に
よ
る
議
員
全
員
協
議
会
が
8
月
6
日
、
20
日
、
9
月
18
日
に

行
わ
れ
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※ 

議
員
全
員
協
議
会
と
は
・
・
・
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
査
す
る
委
員
会
と
は
違
い
、
市
が

行
政
上
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
協
議
会
の
こ
と
。

議
員
全
員
協
議
会
の
概
要
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和
歌
山
県
新
宮
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
に
つ
い
て

【
概
要
】
浅
野
氏
入
城
以
来

４
０
０
年
に
わ
た
る
交
流
の

歴
史
が
あ
り
、
昨
年
７
月
豪

雨
の
際
、
給
水
車
や
職
員
の

派
遣
、
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
た
。
今
後
、
さ
ら
な

る
両
市
間
の
友
好
と
親
善
を

深
め
る
絆
の
証
と
し
て
提
携

す
る
。
危
機
管
理
の
強
化

等
、
協
力
し
合
え
る
関
係
を

構
築
す
る
。

問
神
社
の
建
物
等
の
整

備
・
管
理
を
ど
う
す
る
か
。

答
行
政
が
直
接
事
業
す
る

の
は
政
教
分
離
の
面
か
ら
難

し
い
。
商
工
会
議
所
・
観
光

協
会
・
漁
業
組
合
に
働
き
か

け
る
。

問
新
宮
市
と
は
、
ポ
ポ
ロ

の
顕
彰
碑
に
あ
る
花
井
卓
蔵

氏
と
の
関
連
も
あ
る
の
で
、

三
原
市
と
し
て
研
究
し
、
伝

え
て
い
く
の
は
ど
う
か
。

答
花
井
卓
蔵
氏
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
弁
論
大
会
を

や
っ
て
い
た
経
緯
も
あ
る
。

交
流
の
場
で
触
れ
て
い
く
こ

と
も
考
え
た
い
。

三
原
市
長
期
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
等
の
骨

子（
案
）に
つ
い
て

【
概
要
】
三
原
市
長
期
総
合

計
画
基
本
構
想
（
平
成
27
〜

令
和
６
年
度
）
に
お
け
る
将

来
像
の
実
現
に
向
け
、
令
和

２
年
度
か
ら
５
年
間
の
施
策

の
基
本
方
針
及
び
目
標
等
を

「
後
期
基
本
計
画
」
と
し
て

策
定
す
る
。

　

こ
の
策
定
に
あ
た
り
、
本

市
の
人
口
の
現
状
や
今
後
の

推
計
な
ど
を
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
し
て
定
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
国
か
ら
新
た

に
示
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
よ
る
将
来
推
計
人
口
は
、

令
和
42
年
時
点
で
、
５
年
前

の
推
計
に
比
べ
１
２
５
人
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
の
減
少

傾
向
を
抑
制
す
る
た
め
、
特

え
が
変
わ
る
と
思
う
が
市
と

し
て
試
行
的
取
り
組
み
を
し

て
は
ど
う
か
。

答
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
計
画
に
入
れ
て

あ
る
が
体
系
的
に
は
課
題
も

あ
る
。
今
後
、
研
究
、
相
談

し
な
が
ら
検
討
す
る
。
働
く

場
に
つ
い
て
は
、
事
例
も
研

究
し
な
が
ら
手
の
付
け
ら
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
す
る
。

新
市
建
設
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

【
概
要
】
こ
の
計
画
は
合
併

後
の
新
市
建
設
を
総
合
的
・

効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
平
成
16
年
に
策

定
し
た
も
の
で
、
過
去
2
回

計
画
変
更
を
し
た
。
今
回
の

変
更
内
容
は
❶
計
画
期
間
の

５
年
間
延
長
❷
公
共
施
設
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
の

追
加
❸
財
政
計
画
の
変
更
以

上
３
点
に
つ
い
て
計
画
変
更

す
る
も
の
で
あ
る
。

問
今
後
の
財
政
と
事
業
の

見
直
し
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答
今
回
の
財
政
計
画
は
担

当
課
の
要
求
ベ
ー
ス
で
作
成

し
て
お
り
、
事
業
の
見
直
し

は
予
算
編
成
に
合
わ
せ
て
行

う
。
ま
た
財
政
計
画
は
毎
年

に
重
点
的
に
取
り
組
む
内
容

を
「
第
２
期
三
原
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
と
し
て
、
今
回
あ
わ
せ

て
策
定
す
る
。

問
前
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
比

べ
さ
ら
に
下
方
修
正
さ
れ
て

い
る
。
成
果
に
繋
が
っ
て
い

な
い
の
で
は
。
総
花
的
政
策

で
な
く
独
自
性
を
持
っ
た
具

体
的
か
つ
有
効
な
施
策
が
必

要
で
は
。
今
後
５
年
間
の
取

り
組
み
強
化
が
最
も
重
要
と

考
え
る
が
。

答
人
口
が
減
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
取
り
組
み
方
の
工

夫
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

様
々
な
課
題
に
的
確
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
基
本
構
想

や
基
本
計
画
を
定
め
、
そ
の

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
独
自
性
を
持
つ
特
化

し
た
取
り
組
み
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
。

問
取
り
組
み
と
し
て
、
挑

戦
的
施
策
が
足
り
な
い
の
で

は
。
そ
の
為
に
は
人
材
育
成

が
最
も
重
要
で
あ
る
。
人
材

育
成
に
取
り
組
む
考
え
が
必

要
で
は
。
働
く
場
づ
く
り
と

し
て
、
国
で
も
テ
レ
ワ
ー

ク
、
在
宅
ワ
ー
ク
が
言
わ

れ
、
近
い
将
来
働
く
場
の
考

度
見
直
し
、
事

業
の
精
査
を
行

う
。

問
前
回
の
計

画
変
更
時
と
比

較
す
る
と
総
事

業
費
が
大
き
く

増
加
し
て
い

る
。
集
計
表
だ

け
で
は
、
要
因

が
分
か
ら
な
い
。

答
今
回
５
年

延
長
す
る
こ
と

で
、
積
算
す
る

事
業
期
間
が
長

く
な
り
、
事
業

費
が
増
え
た
。

集
計
表
で
の
提

示
は
、
前
回
と

同
様
で
あ
る
。

　

一
つ
一
つ
の
事
業
費
が
必

要
な
の
か
は
、
毎
年
度
精
査

し
て
い
く
。

新
庁
舎
駐
車
場
の
運

用
に
つ
い
て

【
概
要
】
旧
庁
舎
解
体
後
、

令
和
2
年
4
月
か
ら
の
運
用

を
予
定
し
て
い
る
。
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
形
式
と
し
、
思

い
や
り
ス
ペ
ー
ス
も
含
め
、

計
90
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

確
保
を
計
画
し
て
い
る
。

　

用
務
や
手
続
き
の
た
め
の

来
庁
者
は
認
証
処
理
に
よ
り

原
則
無
料
。
一
般
利
用
者
は

有
料
と
す
る
。

問
支
払
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
、
電
子
マ
ネ
ー
を

使
え
る
か
。

答
現
金
支
払
い
が
原
則
だ

が
、受
託
業
者
と
検
討
す
る
。

問
周
辺
の
民
間
駐
車
場
と

料
金
を
揃
え
る
ほ
う
が
い
い

の
で
は
。

答
来
庁
者
優
先
の
視
点
か

ら
開
庁
時
は
周
辺
駐
車
場
の

相
場
よ
り
高
め
の
料
金
設
定

を
検
討
し
て
い
る
。

熊野速玉大社を勧請し建てられた籠怒神社
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